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みんなが楽しく暮らせる町って？
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皆
様
に
は
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の

事
と
存
じ
ま
す
。

　
私
、
こ
の
度
任
期
満
了
に
依
り
、
山

田
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
職
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
公
私
に
亘
り
御
指
導
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難
く
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
任
期
中
、「
私
達
は
応

援
し
ま
す
、
あ
な
た
の
笑
顔
が
み
た
い

か
ら
」
を
合
言
葉
に
、
役
職
員
と
共
に

社
協
の
運
営
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
震
災
よ
り
約
三
年
六
ヶ
月
が
経
過
し
、

街
も
復
興
に
向
け
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
退
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

平
成
二
十
六
年
九
月

　
社
会
福
祉
法
人

　
　
山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

前
会
長
　
横
　
田
　
隆
　
男

　
こ
の
た
び
前
会
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
社
会
福
祉
法
人
山
田
町
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
三
年
六
ケ

月
が
経
過
し
、
山
田
町
も
急
ピ
ッ
チ
で

復
興
が
進
み
街
並
み
も
変
わ
り
つ
つ
あ

る
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も

理
念
で
あ
る
「
私
た
ち
は
応
援
し
ま
す
、

あ
な
た
の
笑
顔
が
見
た
い
か
ら
」
を
合

言
葉
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
輪

（
和
）
を
大
切
に
、
地
域
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
、
町
民
の
皆
様
と
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
に
役
職
員
一
丸
と
な
り
事

業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
九
月

　
社
会
福
祉
法
人

　
　
山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
　
長
　
　
佐
々
木
　
正
　
弘

　
平
成
二
十
六
年
九
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た

第
二
回
評
議
員
会
に
お
い
て
九
名
の
理
事
、

二
名
の
監
事
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
平
成
二
十
六
年
九
月

二
十
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九
月
十
九
日
ま

で
の
二
年
間
で
す
。

　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、
十
九
名
の

評
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平

成
二
十
六
年
九
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
八
年

九
月
三
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

退
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

選
任
さ
れ
た
理
事
・
幹
事
・
評
議
員

役職名 氏　名 役職名 氏　名 役職名 氏　名

会　長 佐々木　正　弘 理　事 齊　藤　秀　喜 常務理事 福　士　　　豊

副会長 稲　川　善　昭 〃 佐々木　一　彦 監　　事 狩　野　眞理子

副会長 箱　石　紅　子 〃 坂　本　照　男 〃　 湊　　　　　敏

船　越　光　政

佐　藤　祐加子

氏　名 新・再 氏　名 新・再

野　田　和　子 再　任 千代川　　　清 新　任

菊　地　みち子 再　任 佐々木　睦　美 再　任

大　川　ヒメ子 再　任 阿　部　　　實 再　任

沼　崎　敦　子 新　任 山　崎　綾　子 再　任

佐　藤　秀　樹 新　任 藤　原　静　子 再　任

伊　藤　レイ子 新　任 佐々木　　　計 再　任

川　口　幸　子 再　任 湊　　　　　希 新　任

佐々木　善　朗 再　任 三田地　　　諭 再　任

中　村　き　の 再　任 佐　藤　正　彦 新　任

根　子　光　子 再　任

社会福祉法人 山田町社会福祉協議会　理事・監事名簿

社会福祉法人 山田町社会福祉協議会　評議員名簿

　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などで判断能力が不十分な方が対象になる事業です。なお、
療育手帳や精神障害者保健福祉手帳を持っていたり、認知症の診断を受けている方に限られるものではあ
りません。ホームヘルプサービスや配食サービスといった福祉サービスの利用、その他日常生活上のさま
ざまな契約をするとき、自分ひとりで判断するには不安がある、預金の出し入れや日常生活に必要な公共
料金などの支払い方がわからないといったことでお困りの方は是非ご相談ください。

　
平
成
二
十
六
年
十
月
五
日

（
日
）
秋
晴
れ
の
下
、
災
害
公

営
住
宅
「
豊
間
根
ア
パ
ー
ト
」

集
会
所
付
近
に
お
い
て
フ
ァ
イ

ダ
ー
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、「
地

域
住
民
交
流
会
ほ
っ
こ
り
足
湯

カ
フ
ェ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
女
性
団
体
「
め
ん
こ
い

マ
ダ
ム
ス
」
ア
パ
ー
ト
住
民
協

力
者
、
民
生
委
員
、
生
活
支
援

相
談
員
、
フ
ァ
イ
ダ
ー
職
員
と

で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
つ
く
り
振

る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
足
湯
を
し

な
が
ら
語
り
合
い
、
カ
フ
ェ
よ

り
あ
い
っ
こ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
レ
ク
を
し
ま
し
た
。

笑
い
声
が
響
き
渡
る
交
流
会
で

し
た
。

福祉サービスを利用したいけど福祉サー
ビスが分からない。役所から書類がきた
けど意味がわからない。お金の使い方に
不安がある。通帳の管理が心配だ。とい
う時にあなたを守るサービスの事を日常
生活自立支援事業といいます。

あなたの  くらしの  安心のために

にちじょうせいかつじりつしえんじぎょう

日常生活自立支援事業

福祉サービス利用の申込み、契
約手続き、日常的なお金の出し
入れ、預金通帳の預かりなどの
お手伝いをします。

山田町社会福祉協議会に連絡し
てください。そこから手続きが
スタートします。専門的な知識
を持った担当者が訪問します。

相談は無料、サービスは有料に

なります。

豊
間
根
ア
パ
ー
ト
住
民
と

　
　
地
区
住
民
と
の
交
流
会

地
域
住
民
交
流
会

 

ほ
っ
こ
り
足
湯
カ
フ
ェ

どんなサービスがあるの？ サービス利用に費用は？
どうやったらサービスが

利用できるの？

詳しい事は山田町社会福祉協議会（TEL 82 ー 3841）までお問合せください。

新しい仲間と新しい地域をつくろう

◆足湯で心も体もほっこり

◆心のこもったカレーはうまい！

◆踊りましょ！心はひとつ

2 3 



♥

♥
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山田社協復興支え愛センター 事業報告  と お 知らせ

本ページについてのお問い合わせ先
山田町社会福祉協議会復興支え愛センター　Tel：77－3262　Fax：77－3261

1 回目 「福祉ってなあに？」

　自分の持っている福祉のイメージを書き出し、仲間

と共有しました。

　生徒の皆さんからあげられた福祉のイメージは「あ

たたかい」「白い色のイメージ」「介護」などなど、興

味深いものがたくさんありました。

　大人にはない発想と視点から、福祉について職員も

勉強になりました。

　高齢者疑似体験と車いす体験を行いました。

どちらの体験でも相手を思いやりながらの声掛け

の大切さを感じたようで、山田弁をまじえながら

各体験を行っていました。

　今回の体験を通して、「地域の方々のために役立

てたい」との声がありましたので、とても楽しみ

です。

　ワークショップと体験を通して「自分たちにできそうな

こと」を考えてもらい、グループごとプランの発表をして

もらいました。

　皆さんのプランには、「山田町をもっと良くしたい」と

いうあたたかな気持ちに溢れたものばかりでした。

岩手県福祉コミュニティ復興支援事業　「元気がでる講演会」今後の日程

レクリエーション用品貸し出しのご案内 思い出写真展リニューアル！！

　昨年度から開催しております「元気がでる講演会」が本年度も開催されております。年明けの１月からは町
内の公共施設等を使用し、開催予定です。お誘いあわせのうえ、お越し下さい。ご来場お待ちしております。

◆時間　13：30 ～ 15：30（全日程共通）　　◆日程及び会場　下記参照

　津波で被災した写真を展示しております。
　見つけやすいようにアルバムの整理をし、同じ種類
別ごとに分類してしおりを作りました。
　昨年実施した「山田町フォトコンテスト」の入賞作
品も展示してあります。皆様のご来場をお待ちしてお
ります。
　また、岩手日報様に掲載して頂いているお写真も、
こちらで保管してあります。
　時間が空いたときにでもお立ち寄りください。

温かいコーヒー、

お茶っこもどうぞ。

左上：リアル野球盤
右上：コミュニケーション  
         麻雀
左下：山田かるた

日　程 会　場
 平成 27年
１月 15日（木） 大沢ふるさとセンター

22日（木） 農村婦人の家
27日（火） 介護老人保健施設さくら山
29日（木） 中央コミュニティセンター

２月 12日（木） 豊間根生活改善センター
20日（金） 猿神農業担い手センター
24日（火） 田の浜コミュニティセンター

３月２日（月） 武徳殿

歌って、踊って、笑って♪ 山田中学校第１学年　福祉講座
山田中学校様のご依頼により、第一学年を対象として福祉講座を

９月 11日、16日、30日の３回に分け開催しました。

2 回目

３回目

「キャップハンディ体験」

「福祉講座を通じて
  自分たちにできることを考える」

　イベントの内容にお困りの方、みんなでワイワイ
したい方。様々なレクリエーション用品を揃えてお
ります。ルール説明や審判などは、職員が対応しま
すので是非ご連絡ください！
　一緒に楽しみましょう！

レクリエーション用品一覧
  ◆ペタンク（野外用・室内用）◆ラダーゲッター
  ◆山田かるた◆コミュニケーション麻雀◆輪投げ
  ◆ストラックアウト◆リアル野球盤　など
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山田町民生児童委員協議会 �

山田町老人クラブ連合会 �

福祉団体活動紹介
山田町社会福祉協議会では、福祉団体の事務運営を行っています。

共に学び共に育とう

北上市老人クラブ 秋田県潟上市老人クラブ

◆いきがいデイサロン

◆ふれあい給食サービス ◆お楽しみバスまぢづけぇ号

◆親子カフェTANNA

　平成 26 年 11 月 27 日（木）山田町保健・老人福祉
センター二階ホールにおきまして、「山田町民生児童
委員協議会自主研修会」が開催され、36 人の委員が参
加しました。

この研修会では先輩民生委員が今までの活動事例を
報告し、さまざまな問題や、各関係機関との連携の在
り方などを学びました。

　10 月 29 日（水）「被災市町村老連サポート
ブロック事業」により指定サポート地区である
北上市老連との交流会がありました。北上市老
連 41 名、山田町老連 31 名が参加し、宮古ホ
テル沢田屋にて交流会が開催されました。演芸
会では歌に踊りにと盛り上がり、最後には北上
市の皆さんをアーチでお見送りしました。

　10 月 22 日（水）三陸花ホテルはまぎくにて、
秋田県潟上市老連 34 名、山田町老連 36 名で、
年に１度の交流会が開催されました。震災後、

「被災地支援企画」により今年で４回目となり
ました。参加者のみなさんは、輪になって踊っ
たり、即席合唱団で「もみじ」を歌ったりと親
睦を深めました。

点字体験

　点字は、目の不自由な方が指を使って読むための文

字です。点字の仕組みや様々な特徴を学習し、実際に

点字器で点字を書く体験をします。

アイマスク体験

　アイマスクを着用して目が見えない状態を疑似体

験します。教室内を歩いたり、商品をさわってみた

りします。また、声のかけ方や簡単な手引き方法を

学びます。

白杖（はくじょう）体験

　アイマスクを着用し、目の見えない状態になり白

杖を持ち、安全な使い方、介助者の声のかけ方や伝

え方を学びます。

おしらせ

☆キャップハンディ体験教室とは？
　ハンディキャップを持った人の状況を疑似体験することで、ハンディキャップのある人の置かれ
ている状況や環境、障がいに対する理解を深め、また、障がいの有無にかかわりなく安心して暮ら
せる地域の環境を考えるきっかけづくりを目的とした取り組みです。

相手を思いやる

　11月 20日（木）、船越小学校の４年生２３名

を、11月 25日（火）、轟木小学校の３年生２名、

４年生５名を対象に「視覚障がい者とはどういう

方でどういう状態」なのかの説明を聞き、「アイ

マスク」「点字」「白杖」体験を行いました。体験

を通して、障がいがある方とのコミュニケーショ

ンの取り方や日常生活での不便な点について学び

ました。

　この体験教室をとおして自分達でなにができる

のか、相手を思いやるとはどういうことなのかを

考える機会になったようです。

※山田町社会福祉協議会では、アイマスク、点字、
白杖、車いす体験の出前講座を行っております。
各学校の他に企業、自治会、PTA各団体にも出張
いたします。お気軽にご相談ください。

［お問合せ先］
  山田町社会福祉協議会　生活支援センター
  山田町八幡町 12 －９　旧山田病院  ３階
  TEL  77 － 32 6 0

キャップハンディ体験教室 障がいについて学ぶ

親
睦
を
深
め
、
再
会
を
約
束

山田町社会福祉協議会で行っている地域福祉事業はご覧のとおり年末、年始お休みさせていただきます。
大変ご迷惑をおかけしますが、宜しくお願い致します。

平成 26年 12月 27日～
平成 27年１月４日まで

平成 26年 12月 30日～
平成 27年１月５日まで

平成 26年 12月 27日～
平成 27年１月４日まで

1月と２月は運行をお休みします。
３月には時節句買い物事業として運行いたします。
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善意のご寄付ありがとうございました
� 会長　佐々木　正　弘
　基金の果実による資金は、山田町民全体の地域福祉増進
のため、有効に活用させます。平成 2６年８月３０日か
ら平成 2６年１１月２６日まで、次の方々から福祉基金
として、ご寄付をいただきました。

（お詫び）　　
福祉のひろば№ 117・９月号「福祉基金」にて寄付者のお名前山崎丈生様を丈夫様と記載してしまいました。
大変申し訳ございませんでした。ここに訂正しお詫びといたします。

○ 個人・団体からの寄付金　　○ 香典返しやお祝い
○ 催し物による収益金　等

❖ 匿　名  様� 1,000 円

平成 26 年度 累計額
� 88,441 円

福  祉  基  金

〒028-1341　岩手県下閉伊郡山田町八幡町 3 番 20 号　山田町保健･老人福祉センター内
TEL：0193-82-3841　　FAX：0193-82-5670
E-mail：y-shakyo@echna.ne.jp　　ホームページ　http://www.yamada-shakyo.or.jp/

［企画・発行］ 社会福祉法人  山田町社会福祉協議会　　［印刷］株式会社  東海印刷所
※ 広報誌は、共同募金配分金の一部をあてて発行しています。

釜石市鵜住居町第３地割48-２
日建リース工業内企業団地Ｂ棟-1

陸前高田市高田町字鳴石15-1 区画1 0192-55-5340

0193-28-3801 0193-28-3821

ありがとうございました

寄 付 金

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
全
国
よ
り
暖
か
い
お
気
持

ち
を
頂
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
ま
で
、
次
の
方
々
か
ら

義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
元
村
保
育
園
父
母
の
会
職
員
一
同
（
滝
沢
市
）
様

�

　
三
五
、〇
〇
〇
円

◎
桑
原
裕
美
（
静
岡
県
）
様�

四
八
、九
二
七
円

◎
千
曲
市
立
東
小
学
校
（
長
野
県
）
様

�

三
六
、八
九
二
円

◎
井
谷
三
枝
子
（
三
重
県
）
様�

三
二
八
、四
一
九
円

◎
布
施
久
美
子
（
三
重
県
）
様�

一
〇
、〇
〇
〇
円

◎
長
井
恭
子
（
三
重
県
）
様�

一
〇
、〇
〇
〇
円

◎
上
條
智
佐
雄
（
長
野
県
）
様�

一
五
、〇
〇
〇
円

◎
セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
女
子
学
園
高
等
学
校
・
中
学
校

   （
三
重
県
）
様�

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

◎
掛
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
静
岡
県
）
様
　

�

五
、〇
〇
〇
円

◎
飯
綱
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
（
長
野
県
）
様
　

�

一
一
〇
、〇
〇
〇
円

◎
久
慈
市
立
宇
部
中
学
校
（
久
慈
市
）
様
　

�

二
〇
、〇
〇
〇
円

◎
御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
広
場

   

実
行
委
員
会
（
静
岡
県
）
様
　�
七
、〇
一
九
円

◎
袋
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
実
行
委
員
会
（
静
岡
県
）
様�

四
二
、二
三
六
円

　
平
成
二
十
六
年
度
　
累
計
額
　
七
六
八
、四
九
三 
円

　

善
意
の
義
援
金
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

　

会　

長　
　

佐
々
木　

正　

弘

義
　
援
　
金


